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私の休日
私の相棒はアテンザです。
初代(ランサーGTR)の時から色は
代々赤です。車を走らせることが
好きなので、福岡、名古屋にも一
人運転を楽しんだこともあります。
休日は旦那さんと２人で古いロー
ドスターを労わりながら乗ってい
ます。もし、街でみかけたら手を
振ってくださいね。

看護師長 矢島玲子

５病棟
（新人看護師）
皆さんに支えられて乗り越えられた1年でした。
２年目はこれまでの学びを活かし、より一層患者
に寄り添った看護を実践し
たいです。
（プリセプター）
この役割を通し、後輩と共に
学び自分自身も成長すること
ができました。

1病棟
（新人看護師）
最初は不安がいっぱいでしたが、
周りの先輩のサポートのおかげ
で学びの多い一年になりました。
（プリセプター）
後輩への指導を通して、改めて自分自身も患者との
かかわりについて考えることができました。

令和元年度神経筋研究発表会

2月15に広島西医療センターで開催され、事
例発表を行いました。研究は今回だけでなく、
患者の経過を見ながら継続していくことが重
要であると学びました。

1病棟
小田原誠人

看護学実習指導の一年間

精神看護学実習を皮切りに、老年看護学、小児看護学、成
人看護学、統合実習と鳥取県内5校・岡山県1校の計6校総勢
207名の看護学生が臨地実習で訪
れました。今後も、「当院で実
習ができてよかった」と評価し
て頂けるよう頑張ります！

実習指導者委員会 委員長

今年行った訪問はすべて訪
問先への退院に繋がりました。
時には入院を継続するための
訪問など様々に工夫し、これ
からも取り組んでいきます。

退院前訪問看護
8病棟

新型コロナウィルスに負けないぞ！

新型コロナウィルス感染が拡大して
おり、感染対策に日々奮闘しています。
基本的なことですが、接触感染・飛

沫感染防止が重要です。手指衛生の徹
底とうがいの励行、人込みを避けるな
どの感染対策の実施をお願いします。
職員一丸となってこの混乱を乗り越え
ましょう。

感染管理認定看護師
森原 賀都子

7病棟
（新人看護師）
先輩方に支えられ7病棟で良かっ
たと思っています。患者さん個
々に合った看護ができるように
力を身に着けたいです。
（プリセプター）
一緒に学ぶことで自分の技術力やアセスメント力
を高めることやリーダーシップにもつながりまし
た。思いやりをもって周りの事を考えて行動する
ことにもつながりました。

９病棟
（新人看護師）
常に患者さんの立場になって、
看護を行うことを頑張りました。
（プリセプター）
後輩を指導する立場になり、
今年はこの役割を担いまいした。
共に学び、一緒に成長できるように努力しました。

3病棟
（新人ナース）
患者さんの立場 になって看護を
行えるようがんばりました。
（支援ナース）
新人指導を通して、日々の看護を振り返ることが多
い一年となりました。新人の頑張っている姿をみて
初心を思い出し、患者・家族が笑顔になれるよう丁
寧な看護を心掛けたいと思いました。

1年間頑張りました！
（パート１）


